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時
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世
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近
世
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大家
藪基
遺
跡

大
藪
遺
跡
は
、
京
都
盆
地
西

部
を
南
流
す
る
桂
川
右
岸
の
沖

積
平
野
に
位
置
し
、
標
高

一

五
ｍ
前
後
の
微
高
地
上
に
立
地

し
て
い
る
。
縄
文
時
代
か
ら
近

０

世
に
至
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
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調
査
は
、
京
都
市
の
街
路
建

瑯

設
に
伴
う
も
の
で
、
検
出
し
た

遺
構
は
弥
生
時
代
後
期
の
集
落
、



長
岡
京
期
の
建
物
、
中

。
近
世
の
集
落

（居
館
）
な
ど
で
あ
る
。

中

・
近
世
の
集
落
は
、
条
里
の
坪
境
に
あ
た
る
東
西
方
向
の
堀
の
北
側
に
展

開
し
て
お
り
、
掘
立
柱
建
物
や
礎
石
建
物

。
井
戸

・
土
坑
な
ど
を
数
多
確
認
し

た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
工
Ｏ
Ｉ
六
〇
ｍ
お
き
に
配
置
さ
れ
た
南
北
方
向
の
濤

に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
区
画
さ
れ
て
い
る
。
東
西
方
向
の
堀
は
、

幅
約
六

・
Ｏ
ｍ
深
さ
約
○

・
八
ｍ
で
、
調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
流
し
て
い
る

が
、
調
査
区
の
中
ほ
ど
で
い
っ
た
ん
南
へ
屈
曲
し
て
調
査
区
外
に
延
び
、
約
六

〇
ｍ
東
で
再
び
元
の
位
置
に
戻
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
側
の
土
地
が
南
側

へ
張
り
出
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
は
堀
と
並
行
し
て
内
堀
と

考
え
ら
れ
る
濤
が

「
コ
」
の
字
型
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
側
は
建
物
や

井
戸
な
ど
が
最
も
密
集
し
て
お
り
、
内
堀
と
堀
の
間
に
は
門
と
推
測
さ
れ
る
礎

石
建
物
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
こ
こ
に
は
集
落
の
中
心
的
な

居
館
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
、
居
館
を
巡
る
堀
の
江
戸
時
代
の
堆
積
層
か
ら
出
土

し
た
位
牌
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
土
器
類
の
他
、
木
製
品
も
多
く
出
土
し
て

い
る
。
ま
た
、
石
製
の
硯
が
出
土
し
、
裏
面
に

「七
」
な
ど
の
線
刻
が
認
め
ら

れ
る
。
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木
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の
釈
文

・
内
容

天
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癸
巳

傘

蓮
室
妙
来
信
女
霊
×
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初
六
日
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『
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２

位
牌
は
縦
長
の
柾
目
の
材
を
用
い
て
お
り
、
頭
部
は
角
を
落
と
し
て
九
く
納

め
、
下
部
に
向
か
っ
て
僅
か
に
幅
を
せ
ば
め
て
い
る
。
下
端
は
欠
損
し
て
お
り
、

下
部
右
側
に
は
腐
蝕
の
た
め
穴
が
あ
い
て
い
る
が
、
保
存
状
況
は
良
好
で
あ
る
。

表
裏
、
側
面
と
も
に
丁
寧
に
削
っ
て
仕
上
げ
て
い
る
。
墨
書
は
三
列
認
め
ら
れ
、

中
央
上
部
に
梵
字
キ
リ
ー
ク
、
そ
の
下
に
戒
名
が
大
き
く
書
か
れ
、
右
側
に
年

号
、
左
側
に
月
日
が
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
。
戒
名
か
ら
女
性
の
位

牌
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（吉
崎

伸
）
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